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2019年シンポジウム：「多職種が参画する口腔機能管理」

NSTにおける歯科医師の役割と
口腔管理について
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要 旨 国立病院機構九州医療センター（当院）栄養サポートチーム（Nutrition Support 
Team : NST）は2004年に発足し，歯科医師は摂食嚥下機能評価を担当するため2006

年からNSTに参加している．施設によってはNSTとは別に摂食嚥下をサポートするチームが結
成されているが，当院ではその役割もNSTが担っており，NST回診中に歯科医師が摂食嚥下機
能評価のため嚥下内視鏡検査（videoendoscopic examination of swallowing : VE）を行っている．
NSTにおける摂食嚥下および口腔管理の重要性が認められ，2016年の診療報酬の改定からNST
に歯科医師が参加した場合，従来の栄養サポートチーム加算に加え，歯科医師連携加算が算定で
きるようになった．さらに，2020年の診療報酬改定において経口摂取回復促進として多職種チー
ムによる摂食嚥下リハビリテーションの推進が明記された．NSTにおける歯科医師の役割には，

「口腔衛生管理」，「口腔粘膜疾患の早期発見・治療」，「咀嚼機能の回復」，「摂食嚥下機能評価，
リハビリテーション」が上げられ，多様化してきている．今後もわれわれ歯科医師は，医師，看
護師，管理栄養士，言語聴覚士，歯科衛生士，薬剤師など多職種と協力してその役割を果たして
行かなくてはならない．
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はじめに

　栄養サポートチーム（Nutrition Support Team : 
NST）における摂食嚥下および口腔管理の重要性
が認められ，2016年の診療報酬の改定からNSTに
歯科医師が参加した場合，従来の栄養サポートチー
ム加算に加え，歯科医師連携加算が算定できるよう

になった．口腔管理は口腔清掃状態を改善し，感染，
誤嚥性肺炎予防を目的とした口腔衛生管理から義歯
調整や摂食嚥下リハビリテーションなどを含めた口
腔機能管理まで多岐にわたる．NSTにおける歯科
医師の役割には口腔衛生管理はもとより口腔粘膜疾
患の早期発見・治療，咀嚼機能の回復，摂食嚥下機
能評価，リハビリテーションすべてを担当しなけれ
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